
臨牀と研究 (1993.03) 70巻3号:695～698.

健胃消化剤の適応と使い方 
胃腸機能調整剤
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健胃消化剤の適応と使い方

腸 機能調整剤
田
目

消化管は複雑で多彩な機能を有するため，消化

管疾患に対する薬物治療も多岐にわたる。ここで

は，最近注目されている胃腸機能調整剤について，

その臨床薬理と適応疾患に対する用い方のコツを

具体的に述べる。

上原 聡

ン，リサモール，吉富）

現在使用できる最も新しい胃腸機能調整剤であ

り，その作用機序も比較的よく解明されている。

この薬剤は消化管壁内の筋層間神経叢に選択的に

作用し，アセチルコリンの遊離を促進して'胃お

よび十二指腸の自動運動を増大し，胃内容物の排

出を促進する。また,小腸・大腸の腸管運動を充

進して，腸内容物の輸送を促進する。

３．塩酸メトクロプラミド（商品名：プリンペ

ラン，藤沢ほか）およびドンベリドン（商

品名：ナウゼリン，協和発酵）

これら薬剤はドパミン受容体Ｄ２に対する桔抗

作用を有し，抗ドパミン薬として分類されるが，

消化管機能の調節作用を有する。メトクロプラミ

ドもドンペリドンも，胃の緊張を生理的レベル以

上に高めることなく運動を充進させ，幽門括約筋

を弛緩させて十二指腸と空腸の嬬動運動を促進さ

せる。これらの作用が胃内容物の排出を促し，小

腸輸送能を増加させる。また’メトクロプラミド

もドンペリドンも，第４脳室底に位置するchem‐

｡reCeptOrtriggerZOneを介して中枢性嘘吐，末梢

性暇吐のいずれにも制吐作用を示す。

は じめに

Ｉ･胃腸機能調整剤の臨床薬理

まず，現在臨床の場で頻用されている胃腸機能

調節作用を有する薬剤の臨床薬理学的作用および

作用機序について概説したい。

１．マレイン酸トリメプチン（商品名：セレキ

ノン，田辺）

上部消化管に対する作用としては，食道下部括

約筋の内圧上昇を低下させ，内圧低下の場合はこ

れを上昇させる。また，胃運動機能充進では運動

を抑制し，運動機能低下では運動を冗進させる。

胃排出能も調整する。下部消化管に対しては，腸

運動の異常低下の場合は運動を冗進させ，腸運動

の異常冗進においては運動を抑制する。モルモッ

ト摘出回腸のアセチルコリンによる収縮を非競合

的に抑制するが，イヌの消化管運動に対する作用

は胸部迷走神経を切断しても発現するし，モルモ

ット摘出胃前庭部の輪状筋標本に対する作用は，

アトロピン，フェントラミン，プロプラノロール

およびテトロドトキシンの存在下でも発現するの

で，マレイン酸トリメプチンの作用は消化管平滑

筋への直接作用と考えられる。また，末梢性制吐

作用をもつ。

２.シサプリド（商品名：アセナリン，ヤンセ

Ⅱ。胃腸機能調整剤の具体的な

使用法

臨床の場において胃腸機能調整剤を用いる際の

具体的なコツを主な適応疾患別に述べる。

１．逆流性食道炎

本症は，胃内容物の食道への逆流と，種々の刺

激に対する食道粘膜の防御能の低下によって生じ

る食道粘膜の炎症性疾患である。胃内容物の逆流

防止機構については，食道下部括約筋（LES）圧旭川医科大学第三内科＊教授
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